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脳性麻痺による障害は運動障害が主体ですが、近年の産科学や新生児医学の進歩により、重複障害が増えてきています。

発声発語面や摂食嘩下面に限らず、知的発達から広くコミュニケーションに関わるものへと変化してきた言語聴覚士の脳性麻痺児に対する取
り組みについて学びます。

また．これまでに学習した言語発達障害に関する総合演習として、面接、検査、診断、治療の一連の流れを学びます。

【学習目標］

・脳性麻痺の運動特徴について理解する。

・脳性麻痺に由来する言語聴党障害の特徴を把握し、訓練および援助の方法を学ぶ。

・言語発達障害の治療・援助に必要な検査・診断技術を習得する。

・種々の言語発達障害の特徴と問題点を把握する。

回
授業計画又は学習の主題

数

1 脳性麻痺とは 脳性麻痺の障害像

2 I脳性麻痺の運動特徴 正常運動発達と脳性麻痺児の運動特徴

3 I脳性麻痺に伴う言語聴覚 1運動障害に由来する言語障害
4 障害の特徴 関連、重複障害

5 I治療の流れ

6 I脳性麻痺児の臨床

7 I脳性麻痺児の臨床

8-1総合演習
14 

【使用図書】

教科書

参考書

その他の資料

［評価方法】

言語聴党障害の訓練

治療の実際 (1)

治療の実際 (2)

言語発達障害に関する総合演習

く書名＞

小児の神経と発達の診かた

リハ医学全書脳性麻痺
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平常の学習状況

定期試験

・市島・相場の分担講義となる予定
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講義（相場）

講義（相場）

講義（相場）

講義（相場）

講義（相場）

講義（市島）

講義（市島）

演習（市島・相場）
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